
2014年7月9日
北区まちづくりセンター

実施日時：
場所：

参加者数：
回答率： 95.8%

選択肢
1．とても

満足
2．満足

3．どちら
でもない

4．不満
5．とても

不満
無回答 総数

回答数 7 15 1 0 0 0 23
構成比 30.4% 65.2% 4.3% 0% 0% 0% 100%

選択肢 5 4 3 2 1 無回答 総数
回答数 10 11 1 0 0 1 23
構成比 43.5% 47.8% 4.3% 0% 0% 4.3% 100%

選択肢 5 4 3 2 1 無回答 総数
回答数 7 10 5 0 0 1 23
構成比 30.4% 43.5% 21.7% 0% 0% 4.3% 100%

選択肢 5 4 3 2 1 無回答 総数
回答数 4 16 2 0 0 1 23
構成比 17.4% 69.6% 8.7% 0% 0% 4.3% 100%

北区まちづくり塾

第4回「事業計画が向上する評価の仕方」アンケート集計結果

2014年7月8日（火）19:00～21:00

合計24人(うち23人が回答)
北区在宅サービスセンター（北区社会福祉協議会）4階会議室

※「5」＝良くできた → 「1」＝全くできなかった

設問1　本日の講座はいかがでしたか？

設問2　講座でご理解頂けたことについて、それぞれ5段階のレベルで選択してください。

1 評価の必要性

※「5」＝良くできた → 「1」＝全くできなかった

2 評価会の進め方

3 次の企画へのつなぎ方

※「5」＝良くできた → 「1」＝全くできなかった
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2014年7月9日
北区まちづくりセンター

設問3　講座に参加されてみて、新たな気づきや学びとなった事柄をお書きください。（順不同）

・（地域の方と）一緒に学ぶことができ…一緒に何かとりくんでいくことができればと思います。

・改善するためということを忘れないでいようと思います。

・活動後かならず評価を行う。
　まずこれを徹底します！成功も失敗も活かせないと次のステップに進めないですよね。

・人と人のつながりか大切さを
・講座のつくり方、まちに参考のある方

設問4　講座で学んだことを、現場でどのように活かしていきたいと考えますか？（順不同）

・活動で生かします！
・仕事に活かす。

・評価のまとめ方、考え方について理解できた。表にすると分かり易かった

・活動をふり返り。

・是非活動に、むすびつけたい。

・評価の大切さ、仕方。

・学習や、協同（協働）が、人を元気にする。
・考え方の整理ができました。足もとをしっかりと固めて仲間とともに地域活動をすすめていきます

・評価のプロセス

・改善するために評価があるということ

・そもそも評価を毎年の活動後に実施できていないことにガクゼンとしました。。!

・表に落とし込んで書き込むことで考えがまとまり、改めて客観視出来るなと思いました。

・今やっているそれぞれの事業に対して、しっかりと仲間どうしで評価をしながら、地域の皆さんに喜んで
　もらえる様にやりたい。本当に必要な事業であるかを考えていきます。

・今後地域活動に活かして行きたいと思います

・PDCAをきっちりする

・評価は必要だとわかりました。

・「評価」に対するネガティブなイメージが少しましになった

・少し自分自身のスキルUPにつなげることができたと思う

・目標設計を明確にする方向でなんとか…
・評価の考え方や取り組み方を活かしていきたい

・誰のために評価するのかということ　→みんなのため

・評価は今すぐ判断するのではなく、時間をかけて検証するべきです。

・スタッフ会議 進行方法に活かしていきます。

・評価→取り組み方に参考になりました。

・まず祭後の反省会で生かしていきたい。

・う～ん、まだよくわかりません

・きっちりと評価して、次につなげていきたい
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2014年7月9日
北区まちづくりセンター

選択肢 １．はい
２．どちら
でもない

３．いいえ 無回答 総数

回答数 13 5 1 4 23
構成比 56.5% 21.7% 4.3% 17.4% 100%

※自由記述については、明らかな誤字である場合等を除き、回答用紙に記載の表現で掲載した。

・川中先生の講座はいつも目からウロコ!!です。

・川中さんありがとうございました！
　北区社協・北区のみなさんおつかれさまでした。

もっと深めたい、知りたいと思うことがあればお書きください
（自由記述）[順不同]

設問6　その他　講座内容に関するご意見・ご感想、講師へのメッセージなどあればお書きくださ
い。（順不同）

設問5　今回のテーマでレベルアップした講座があれば、参加してみたいですか？

・4回の全て講座に参加して少しばかり自分のレベルUPに。
・大変よいお勉強をさせていただきました。
・機会を作って頂きありがとうございました。

・おつかれさまでした。

・テンポが良かったのでとても頭に入ってきました。また宜しくお願いします。

・時間の余裕がなかった。出席者の交流少。

・楽しかったです　勉強になりました。
・とても楽しい時間でした！ありがとうございました!!

・広報について　人材育成について
・講座4つ共まちづくりの参加者の多さを地域へもって帰ってまちづくりに参加したい。

・広報の仕方、評価の仕方。

・例えばこの講座をあえて2回に分けて… 1回やって宿題を出してもらい、2回目それをもとに講義を
　展開、とかはいかがでしょうか？

・活動の平等性の保ち方
　（エライ人のツルのひと声で決まってしまう←これを何とかしたい）
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